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新
ホ
テ
ル（
ザ
・
シ
ロ
ヤ
マ

テ
ラ
ス
津
山
別
邸
）
開
業

２/27

　

新
津
山
国
際
ホ
テ
ル
関
係
者
と
ザ
・
シ

ロ
ヤ
マ
テ
ラ
ス
津
山
別
邸
を
運
営
す
る
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成

31
年
2
月
27
日
に
竣
工
披
露
及
び
内
覧
会

を
開
催
し
、
１
７
０
名
の
関
係
者
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。
玄
関
前
で
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
続
き
、
出
席
者
の
皆
様
は
新
ホ

テ
ル
を
内
覧
後
、
竣
工
披
露
宴
を
行
い
盛

大
な
お
祝
い
と
な
り
ま
し
た
。
新
ホ
テ
ル

は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
や
地
産
地

消
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
備

え
、
地
域
の
皆
様
や
広
域
観
光
を
含
め
た

交
流
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
津
山

市
の
新
た
な
魅
力
と
情
報
発
信
に
よ
り
誘

客
を
図
り
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
し
て

い
き
ま
す
。

ザ・シロヤマテラス津山別邸　外観

テープカット

竣工披露宴
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労
働
保
険
事
務
組
合

会
員
共
済
制
度

当
所
労
働
保
険
事
務
組
合

　
　

委
託
事
業
主
の
皆
様
へ

年
度
更
新
に
つ
い
て

■
津
山
商
工
会
議
所　
労
働
保
険
事
務
組
合

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

　

会
員
生
命
共
済
『
ご
ん
ち
ゃ
ん
共
済
』
は
４
月
１
日

で
毎
年
自
動
的
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

労
働
保
険
料
は
、
保
険
年
度
（
毎
年
４
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
31
日
ま
で
）
の
当
初
に
概
算
（
見
込
額
）
で

申
告
納
付
し
、
翌
年
度
の
当
初
に
確
定
額
を
申
告
の
う

え
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
年
度

更
新
手
続
と
い
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
料
算
定
基
礎
賃
金
の
報
告
等
書
類
を
４
月

上
旬
頃
に
発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
雇
用
保
険
資
格
取
得
手
続
き
・
退
職

の
届
出
が
漏
れ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
給
付
日
額
の
変
更
を
ご
希
望
さ
れ
る

事
業
主
の
方
は
、
３
月
末
日
ま
で
に
「
給
付
基
礎
日
額

変
更
申
請
書
」
を
岡
山
労
働
局
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
３
月
22
日
ま
で
に
事
務
組
合
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

～
労
働
保
険
年
度
更
新
の
時
期
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
り
ま
し
た
～

年
度
更
新
と
は
…
…

特
別
加
入
の
給
付
基
礎
日
額
の

変
更
に
つ
い
て

ごんちゃん共済　2019 年度掛金のお知らせ
入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋津山商工会議所独自の給付制度（見舞金・祝金制度）
（引受保険会社：アクサ生命保険株式会社）

※ご加入にあたってはパンフレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

（月額掛金）　※掛金には保険料のほか、運営費が含まれています。
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顧
問
・
参
与
会
議
開
催

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
セ
ミ
ナ
ー

地
方
創
生
の
鍵
は

「
観
光
の
推
進
」

12
２

 1
3

 7
 ２

■
津
山
商
工
会
議
所　
総
務
管
理
課

　
電
話
：
０
８
６
８
‐
２
２
‐
３
１
４
１

　

２
０
１

９
年
３
月

１
日（
金
）、

東
海
旅
客

鉄
道（
株
）

の
須
田
寬

氏
を
講
師

に
迎
え
、

　

顧
問
・
参
与
会
議
が
、
津
山
国
際
ホ

テ
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
平
成
３
０

年
度
の
主
要
事
業
並
び
に
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

約
40
名
が
出
席
、
松
田
欣
也
会
頭
か

ら
、第
30
期
の
指
針
で
あ
る
広
域
連
携
、

働
き
方
改
革
、
生
産
性
の
向
上
を
柱
と

す
る
今
年
度
の
主
な
事
業
活
動
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
、

委
員
会
、
部
会
活
動
の
報
告
説
明
を
行

い
、
意
見
交
換
で
は
、「
地
方
創
生
に

係
る
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
人
口
減
少

に
よ
る
影
響
が
顕
在
化
し
、
地
方
創
生

の
た
め
に
は
、
戦
略
の
見
直
し
が
急
務

で
あ
る
等
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
岡
山
県
職
域
等
に
対

す
る
自
殺
予
防
支
援
事
業
の
委
託
を
受

け
て
、
テ
ー
マ
を
「
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス

（
職
場
）
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

た
め
に
」
と
題
し
、
講
師
の
笹
井
茂
樹

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

企
業
に
と
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

「
職
場
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
」

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
上
司
か
ら
だ
け
で
な

く
、
同
僚
同
士
や
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と

優
位
性
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
弱
者
に

対
し
て
行
う
行
為
。
誰
も
が
無
意
識
の

偏
見
に
よ
り
生
ま
れ
る
行
為
で
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
現
状
と
そ
の
判
断
基
準
」「
セ

ク
ハ
ラ
と
パ
ワ
ハ
ラ
の
違
い
」
な
ど
を

研
修
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
『
職
場
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
策
8
ヶ
条
』
を
作
成
し
ま

し
た
。

意見交換会の様子

東海旅客鉄道㈱　須田　寬氏

セミナーの様子

○
報
告
事
項

　
１
）
平
成
30
年
度
主
要
事
業
概
要
報

　
　
　
告
に
つ
い
て

　
２
）
岡
山
大
学
と
美
作
国
の
連
携
推

　
　
　
進
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
つ
い
て　

　
３
）
城
下
地
区
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

　
　
　
に
つ
い
て松田会頭の挨拶

　

最
後
に
笹
井
講

師
は
、
快
適
な
職

場
環
境
に
向
け

て
、
一
番
大
切
な

こ
と
は
「
人
の
尊

重
・
尊
厳
を
意
識

す
る
こ
と
」
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

そ
の
対
応
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
の
最
も
大
き
な
変
化
と
し
て
外

国
人
旅
行
者
の
飛
躍
的
な
増
加
を
挙
げ
、

日
本
の
観
光
が
国
際
観
光
市
場
に
取
り

込
ま
れ
た
と
分
析
、
激
し
い
競
争
に
曝

さ
れ
る
事
が
喫
緊
の
課
題
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
外
国
人
旅
行
者
、
国
内
旅

行
者
と
も
に
リ
ピ
ー
タ
ー
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
観
光
資
源
の
再
開
発

の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、

新
観
光
資
源
の
開
発
に
留
ま
ら
ず
、
既

存
観
光
資
源
の
多
角
化
な
ど
様
々
な
施

策
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
中
で
も
、
同

氏
は
特
に
テ
ー
マ
別
観
光
の
開
発
を
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
例
と
し
て
「
産

業
観
光
」「
街
道
観
光
」
の
二
つ
を
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
事
例
や
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
、
関
連
す
る
動
き
な
ど
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
全
国
で
発
足
し
つ
つ

あ
る
地
域
観
光
推
進
機
構
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

に
つ
い
て
解
説
、
そ
の
在
り
方
と
し
て
、

地
域
の
経
済
団
体
・
自
治
体
・
観
光
団

体
を
中
心
と
し
た
官
民
連
携
の
組
織
で

あ
る
こ
と
、
人
材
の
結
集
に
留
ま
ら
ず

そ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
の
育
成
・

習
得
を
重
視
し
、
商
品
造
成
等
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
構
築
に
よ
り
経
済
的
に
自
立

し
た
組
織
と
な
る
よ
う
に
と
期
待
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
地
域
創
生
は
観
光

振
興
に
つ
き
る
と
ま
と
め
ら
れ
、
講
演

を
結
ば
れ
ま
し
た
。

『
地
方
創
生
と
観
光
』
を
演
題
と
し
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
主
催
：

津
山
商
工
会
議
所
）

　

日
本
商
工
会
議
所
、
名
古
屋
商
工
会

議
所
な
ど
で
観
光
関
係
の
活
動
に
携

わ
っ
て
き
た
同
氏
は
、
ま
ず
初
め
に
観

光
の
推
進
が
地
方
創
生
の
鍵
に
な
る
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

観
光
は
経
済
活
動
・
文
化
活
動
の
両
面

が
あ
り
、
地
域
経
済
な
ら
び
に
地
域
社

会
の
活
性
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
観
光
の
構
造
に
つ
い
て
、
図
を

示
し
な
が
ら
解
説
、特
に
観
光
資
源（
観

光
対
象
）
の
発
掘
・
選
定
に
際
し
て
は
、

幅
広
い
客
層
を
前
提
に
多
眼
的
な
視
点

で
と
ら
え
、
日
々
の
営
み
の
中
で
磨
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
第
一
部

は
終
了
し
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
部
で
は
、
第
一
部
で
確
認

し
た
観
光
の
役
割
、
お
よ
び
そ
の
構
造

を
踏
ま
え
つ
つ
、
現
在
の
状
況
と
課
題
、
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 3/29 〜 4/14

津山さくらまつり

 3/22

津山商工会議所岡山大学津山スクール
産学官連携講演会

講師：岡山大学産学官融合センター長

「今、求められる
　　　産学官の連携のカタチ」

尾 本  哲 朗  氏

●お知らせ

●講演会・イベント

 3/22

 4/1

 4/1

津山商工会議所優良従業員表彰
並びに臨時議員総会

常議員会

環境美化運動

●会議スケジュール

 毎週月曜日・火曜日

13：00～20：00（要予約）

●よろず支援拠点

中 小 企 業 診 断 士   小谷隆二氏  他
（※ 4 月からは毎週月曜日のみ）

 4/22

 4/23

第42回福祉住環境コーディネーター
検定試験　受付開始　　　（〆5/24）

●検定情報

 3 月〜 4 月

第152回日商簿記検定試験
受付開始　　　　　　　　（〆5/17）

詳しくは同封のチラシ・パンフレット
をご覧ください（ （

7 ２０１９／３月号

会員紹介
平成31年３月１日現在　総会員数　　　　　件2,306
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